
令和３年度報告

令和４年度生活支援体制整備事業 第１層協議体会議

〇生活支援コーディネーター(地域支え合い推進員)の配置 ※生活支援等サービスの提供体制の構築に向けて、コーディネート機能を果たす役割
第１層コーディネーター １名（市社協職員・兼務） 第２層コーディネーター ４名（市社協職員・兼務）

〇協議体の設置 ※コーディネーターと生活支援等サービスの多様な提供主体等が参画する定期的な情報の共有及び連携強化の場
第１層協議体（市全体） １３名 構成：美馬市地域包括支援センター運営推進協議会

第２層協議体（旧町村単位）美馬１５名・脇町１３名・穴吹１２名・木屋平１０名 構成：各地区地域福祉活動計画実行委員会

生活支援コーディネーターと協議体

＜第１層（市全体）での主な取組＞

〇研修会開催

地域リーダー研修会＜小地域ネットワーク、福祉委員対象＞

開催日：令和３年１１月２５日（木）
内 容：コロナ下で考える～気にかけ合う地域づくり～

第３次地域福祉活動計画実行委員会活動報告・研修会＜各地区実行委員＞
開催日：令和４年３月１０日（木）
内 容：地区別活動報告、～SDGｓと地域福祉活動との関係～

〇コロナ下での地域活動推進・フレイル予防啓発

啓発チラシの配布
コロナ禍でもできることやつながりを途切らせない取り組み、
活動再開の工夫等のチラシを、ふれあい・いきいきサロンやいきいき百歳体操等
地域活動の代表者を通じて発信

〇あんしんカードの啓発や再発行・見直し

脇町地区での啓発活動、美馬地区での再発行、配布、啓発活動、
穴吹・木屋平地区での見直し作業や配布の事前準備を実施

資 料

＜第２層（旧町村単位）での主な取組＞
〇生活課題の共有・解決策の検討

○地域での展開・活動

※詳細は次ページ

『フレイル予防の啓発』 ⇒ ケーブルテレビや広報紙を活用した健康増進の推進
いき百ＤＶＤ､コンディショニングプログラムに加えて、「ラジオ体操」「フレイル予防講話」の放送・掲載等

『地域の見守り体制』 ⇒ 関係機関とのネットワークの構築強化
地域資源(人・企業等)を活用した見守り体制の充実と、ネットワーク構築による協働強化で、早期発見を目指す

『あんしんカードの啓発・推進』 ⇒ 誰ひとり取り残されることのない地域共生社会の実現へ
関係機関や地域で記入支援を行うことで、緊急時に活用。有事に備え防災・減災へ取り組む

『フレイル問題』
『地域のつながりの希薄化』
『個別困難事例の増加』
『移送・送迎問題』
『不法投棄の増加』
『特殊詐欺被害の増加』 など

今後の展開(市全体として取り組むべき課題）

『ウォーキングやスポーツ大会の開催』
『通いの場の検討』
『環境美化やエコ活動』
『情報交換会や講座等の開催』
『支え合い(防災)マップ更新の啓発』 など



＜課題＞

〇コロナ禍

・サロン、いき百体操の再開が不透明

・サロン等参加者の健康状態が心配

・人との交流が減少

・近所付き合いも遠慮等で希薄となっている

・地域行事やイベントの中止

〇地域

・少子高齢化、空き家の増加

・自治会未加入世帯の増加、近所との関係希薄化

・独居世帯増加による、集落存続の危機

・近所の情報が入らない

・地域の伝統継承ができない

・地域リーダーの後継者不足

〇その他

・特殊詐欺等の電話が多い

＜課題＞

〇コロナ禍

・サロン、いき百体操の再開が不透明

・サロン等参加者の健康状態が心配

・自治会の集まり、イベントができない

・外出の機会が減っている（フレイル問題）

・コロナ差別

〇地域

・少子高齢化、空き家の増加

・自治会未加入世帯の増加、近所との関係希薄化

・ゴミの不法投棄がある

・高齢者等のゴミ出しが困難になりつつある

・個別困難事例の増加

・老々介護による不安

〇その他

・特殊詐欺等に注意が必要

＜課題＞

〇コロナ禍

・サロン、いき百体操の再開が不透明

・サロン等参加者の健康状態が心配

・人との交流が減少

〇地域

・少子高齢化（高齢者が多い）世帯数の減少

・空き家が増えている

・スーパー、病院等の社会資源がない

・集会所や運動が出来る場所がない地域がある

（フレイル問題）

・免許返納後の移動に不安

・健診受診率が低い

・害獣被害が多い

・観光客によるゴミの不法投棄やマナー問題

〇その他

・災害（山崩れ・河川氾濫）に不安

＜課題＞

〇コロナ禍

・外出の機会が減少、運動不足（フレイル問題）

〇地域

・地域イベントの中止

・専門職（保健師等）の不在

・地域資源（行政・JA)の縮小

・介護人材の不足

・後継者や住民減少によるサロンの衰退、

消滅の危惧

・個別困難事例が増えている

・害獣被害が多い

〇その他

・災害時の不安がある

・デマンドバスの有効利用

令和３年度 地域課題を盛り込んだ地域福祉活動計画実行委員会の活動内容

※第2層協議体を構成する各実行委員会では、住民計画である地域福祉活動計画（平成30年度からの5ヵ年計画）の推進に併せ、生活
支援コーディネーターや地域包括支援センター等が聞き取った地域の生活課題、社会資源等を盛り込んだ活動を行っています。

＜活動＞

〇ティーボール大会開催

健康意識の向上

フレイル予防

地域リーダーの育成・発掘

世代間交流

〇３あ運動の啓発

（挨拶・安全・後始末）

地域の絆づくり

〇防災勉強会の開催

地域の絆づくり

防災意識の向上

〇スマートフォン教室の開催

地域の絆づくり

＜活動＞

〇ウォーキング大会開催

健康意識の向上

フレイル予防

世代間交流

〇サロン情報交換会の開催

フレイル予防

各事業の推進・紹介

環境問題の意識向上

〇エコキャップ→車いす購入

環境・エコ意識の向上

＜活動＞

〇コンディショニング体操開催

〇健康カードの啓発・推進

健康意識の向上

フレイル予防

〇木屋平幼小中学校との交流

地域の絆づくり

〇地域介護力向上講座

地域リーダーの育成・発掘

〇防災マップ更新の啓発

地域の絆づくり

防災意識の向上

＜活動＞

〇ウォーキング大会の開催

〇ウォーキングマップの啓発

健康意識の向上

フレイル予防

世代間交流

〇健診受診の啓発

健康意識の向上

〇環境保全看板清掃

環境美化意識の向上

〇防災マップ更新の啓発

地域の絆づくり

防災意識の向上

美馬地区 脇町地区

穴吹地区 木屋平地区




